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   A case of fibrous pseudotumor of the left spermatic cord is reported. The patient was a 
4-year-old boy with the complaint of swelling and pain of the left scrotal contents. An intrascrotal 
tumor was suspected and surgical exploration was carried out. A small tumor was resected and 
histological examination revealed fibrous pseudotumor. This tumor was not a true neoplasm, but 
was due to an inflammatory disease. 
   The clinical and histological findings of the tumor are discussed. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2197-2200, 1988)
















既 往 歴 ・家 族 歴:特 記す べ き こ とな し
現 病 歴:1986年7月頃 よ り,左 陰 嚢 部腫 脹 が 出現,
近 医 に て,陰 嚢 水腫 と診 断 され たが そ の後 自然 消失 し
た.1987年2月頃 よ り,再 度 左 陰嚢 部 腫脹 と と もに,
同部 の 疹痛 も出 現 した ため,同 年2月9日 近 医 よ り当
科 紹 介 され 外 来 受診 した.左 陰 嚢部 の超 音 波 検査 を 施
行 した が,左 睾 丸 に 近 接 したdiffuseな陰影 を 認 め
る も,詳 細 は 不 明で あ った.陰 嚢 内の 検 索 の た め,
1987年2月13日,当科 入 院 とな った.
入 院時 現 症=身 長101.9cm,体重16kg,血 圧108
/80mmHg,脈拍108/分 整 左 睾 丸 上部 に,や や 境
界不 鮮 明な,約2cmの 弾 性硬 の腫 瘤 を触 れ た.左 陰
嚢 の一 部 の み透 光 性 を認 め た.左 陰 嚢 内容 に は異 常 は
なか った.そ の他理 学 的 に 異 常所 見 を認 め な か った.

















































































線維 性 偽 腫 瘍(Fibrouspseudotumor)の定i義と
して は"炎 症 性機 序 に よ って,腫 瘍 状病 変 を きた す疾
患 の うち,結 核 ・梅 毒 な どの 特異 的 炎 症 や,全 身 疾患
の 局 所症 状 と して 発症 した場 合 を除 い た ものを 総 称 し
た 診 断 名1)"であ り,け っ して真 性 腫瘍 で は ない(Ta
-ble1),した が って 本疾 患 と同 様 に組 織 の線 維性 増 殖
を認 め る,線 維 腫 との 鑑 別が 必 要 で,Goodwin2)や
Luwisら3)は,線維腫 は,炎 症 所 見 の認 め られ な いi
生物 であ る の に対 し,本 疾 患 は,慢 性炎 症 所 見 を 認 め
る炎 症 疾 患 と し,両 者 を 明 らか に 区 別 した.本 疾 患 は
同 義語 が 多 く,inflammatorypseudotumor,plas・




一 の組 織 陳 を さ して い る4》.
発生 部 位 は,眼 窩,肺,胸 膜,皮 膚,消 化 器 や 上気
道 な ど全 身 に及 ぶ が,泌 尿 器科 領 域 で は比 較 的 稀 な疾
患 と考xら れ,こ れ まで に 陰 嚢 内発 生 例 の みが 報告 さ
れ て い る.Mostofiら5)は陰 轟 内に 発 生 した 本疾 患 を.
fibrouspscudotumorとして 分 類 した.彼 らに よる
と,陰 嚢 内 発生 例 の45%に陰 嚢水 腫 を 認 め る他,30%
に陰 嚢部 外傷 や 副 睾 丸炎 の既 往 を もつ6)として い る.
また 陰嚢 部 では,67%が 睾 丸 鞘膜,10%が 副睾 丸,残
`L199
Table1.線維 性 偽 腫瘍(Fibrouspseudotumor)
定 義:炎 症 性機序 によって腫瘍状病 変を きたす疾息の うち,結
核,梅 毒 などの 特異性炎や全 身疾息の局所症状 と して発





好 発部位:眼 窩,肺,胸 膜,皮 膚,消 化 器,上 気道
線 維腫(Fibroma)との異 同;(Goodwinら)
Fibroma:組織の 線維性増 殖,真 性腫 瘍
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